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二輪車は対四輪車の事故がほとんど

4第23回 交通事故・調査分析研究発表会

二輪車の事故の95％は車両相互事故であり、うち92％は対四輪車

車両相互 95%

図１ 二輪運転者の死傷者数 (1,2当合計、2015-2019年累計)

車両単独 5%

対四輪車 92%

対二輪車 5%

以降集計データは
2015-2019年累計

人対車両 0% その他 3%
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5第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・二輪車対四輪車では右直事故が多いことが特徴

「二輪車は直進で第2当事者」かつ「四輪車は右折で第1当事者」が
二輪対四輪の右直事故の91%を占める
⇒以降この右直事故を分析する

図２事故類型別 運転者の死傷者数(1,2当合計)
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6第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・右直事故は、夜間では一番多い事故類型である
・本研究では特に夜間に焦点をあて、右直事故を分析していく

夜間では
一番多い事故類型

図３昼夜別 事故類型別 二輪車運転者の死傷者数(1,2当合計)

右直



右折四輪車の人的要因

7第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・第1当事者である右折四輪車の人的要因を調べてみると
「発見の遅れ」と「判断の誤り」の２つであることが分かる

・以降この２つの場合に分けて分析を行う

88%

12%
0%

発見の遅れ 判断の誤り 操作不適

図４右折四輪車の人的要因

「発見の遅れ」
・安全確認が不十分
・安全確認しなかった

など
「判断の誤り」

・その他特に具体的危険性がないとして
注意を怠った

・相手が譲ってくれると思って注視を怠った
・速度・距離の誤認

など



「事故リスク」の定義

8第23回 交通事故・調査分析研究発表会

実際の道路上をどれだけの運転者がどの程度の「道路を走行する機会」を
持っているかを表す指標を「道路交通曝露量」という。

しかしながら、直接的に使用できる統計データがないため、
それに代わるデータを使用する。その一つが「無過失第2当事者数」であり
これが「道路交通曝露量」に比例しているという過去の研究がある。

本研究ではこれを踏まえ「運転者の死傷者数」を「無過失第2当事者数」で
割り事故にあうリスクを評価する。以降これを「事故リスク」とよぶ。

「事故リスク」＝「運転者の死傷者数」÷「無過失第2当事者数」
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「発見の遅れ」による右直事故

10第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・「発見の遅れ」による夜間の事故リスクは昼間の1.8倍

図６事故リスク図５二輪運転者の死傷者数と無過失第2当事者数

死傷者数 無過失第2当事者数 事故リスク
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「発見の遅れ」直進二輪車の速度依存性

11第23回 交通事故・調査分析研究発表会

図８危険認知速度別 事故リスク図７危険認知速度別 二輪運転者の死傷者数
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危険認知速度：危険を認知して急ブレーキや急ハンドルといった危険回避処置をとった際に出ていた車両速度
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「発見の遅れ」による昼夜の事故リスクは
直進二輪車の速度が増すほど高くなる



「発見の遅れ」速度依存性の原因考察

12第23回 交通事故・調査分析研究発表会

右直事故を回避するには直進二輪車の速度が増すほど
遠くで直進二輪車を発見する必要がある

従って、速度が増すほど直進二輪車の発見が難しくなると考えられる

図９ 直進二輪車の速度と距離の関係

二輪車
60km/h

二輪車
30km/h

右折を決断して
衝突位置に進むまでの
時間を3秒と仮定すると

右折待ち
四輪車25m

50m



「発見の遅れ」事故リスクの昼夜比

13第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・直進二輪車の速度が低い時、昼間に比べて夜間の事故リスクは高い
・右折四輪車と直進二輪車の距離が近い(速度が遅い)時、
夜間での直進二輪車の発見は昼間に比べて非常に難しいと思われる

・距離が遠い(速度が速い)時、発見の難しさは昼夜であまり変わらないと思われる
・従って夜間においては速度が遅くても注意が必要である

図10危険認知速度別 事故リスクの昼夜比

高速側では
昼夜の事故リスクは
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低速側で事故リスクが高い原因の考察

14第23回 交通事故・調査分析研究発表会

図11二輪車までの距離が近い時

図12二輪車までの距離が遠い時

二輪車

衝突を回避するには、直進二輪車の速度が遅い場合は近い距離で二輪車を
発見すればよいが、速度が速い場合は遠くで二輪車を発見する必要がある

距離が近い場合
昼間では車体及び運転者がよく見えるため発見がし易いが
夜間では前照灯以外は目立たず発見が難しいと思われる

距離が遠い場合
昼間での二輪車の見えは前照灯以外はあまり目立たず、夜間とほぼ同じ状況の
ため昼夜での発見の難しさはあまり変わらないと思われる
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「発見の遅れ」右折四輪運転者の年齢依存性

15第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・「発見の遅れ」による夜間の事故リスクは
右折四輪運転者の高齢層で非常に高い

・夜間は昼間と比べて加齢による事故リスクの増加が顕著

図14四輪運転者年齢層別 事故リスク図13四輪運転者年齢層別 二輪運転者死傷者数
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「発見の遅れ」事故リスクの昼夜比

16第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・事故リスクの昼夜比は高齢層で高くなる
・高齢者は暗い環境（夜）での発見能力の低下幅は

壮年と比べて大きい可能性がある

図15四輪運転者年齢層別 事故リスクの昼夜比
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「判断の誤り」による右直事故

18第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・「判断の誤り」による夜間の事故リスクは昼間の1.9倍

図17事故リスク図16二輪車運転者の死傷者数
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「判断の誤り」直進二輪の車速度依存

19第23回 交通事故・調査分析研究発表会

図18「判断の誤り」による
危険認知速度別 事故リスク

図８「発見の遅れ」による
危険認知速度別 事故リスク

・「判断の誤り」による事故リスクは速度が増すほど高くなり
「発見の遅れ」と比較して速度依存性が大きい

・事故を回避するためには、速度が速い場合、遠くで二輪車の速度・距離を正しく
判断する必要があるが、これは人間の認知特性上難しいことが分かっている
これが速度依存性が強い原因なっている可能性がある
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「判断の誤り」右折四輪運転者の年齢依存性

20第23回 交通事故・調査分析研究発表会

・「判断の誤り」による事故リスクは昼夜とも高齢層で高くなる
・「発見の遅れ」と比較すると昼間の加齢による事故リスクの

増加が大きい

図19「判断の誤り」による事故リスクの
四輪運転者年齢依存性
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まとめ

22第23回 交通事故・調査分析研究発表会

－右直事故は、夜間では一番多い事故類型
－右直事故の四輪運転者(右折側/第1当事者)の人的要因は

「発見の遅れ」88％ 「判断の誤り」12％

「発見の遅れ」
・右直事故の夜間の事故リスクは昼間の1.8倍
・事故リスクは直進二輪車の速度が増すほど高くなる
・直進二輪車の速度が低い時、夜間の事故リスクは昼間に比べて高く

速度が高い時は昼夜の事故リスクはあまり変わらない
・四輪運転者の高齢層の夜間事故リスクは昼間と比べて非常に高い

「判断の誤り」
・右直事故の夜間の事故リスクは昼間の1.9倍
・事故リスクは速度が増すほど高くなるが
「発見の遅れ」と比較して速度依存性が大きい
・四輪運転者の高齢層の夜間事故リスクは昼間に比べて非常に高い



＜二輪車＞
ソフト対応：二輪運転者への啓発

「右折待ちの四輪車がいる場合速度を落とす。特に夜間は危険」

ハード対応：直進二輪車を発見し易くするシステムの実現
例えば二輪車の被視認性を向上させるライト類など
(色／輝度／配置)

＜四輪車＞
ソフト対応：四輪運転者への啓発

「特に夜間は二輪車を見落としやすいため
直進対向車の安全確認には十分時間をとる」

ハード対応：①右直時-対向衝突軽減ブレーキの普及
②路車間通信による対向接近車両警告機能の実現

右直事故削減に向けて

23第23回 交通事故・調査分析研究発表会


